


10年後の目指す姿

九州⼤学が⽬指す10年後の姿の実現に向けた取組のＫＰＩツリー

総合知で社会変革を
牽引する大学

※１ KPIの設定に当たりQS世界大学ランキングを参考にした。分野別ランキングの
指標はReputation,Citation,h-indexによって構成されており、学術評価の要素が
強いことから、世界トップレベルの尖った研究分野の増加を目指す本学にとっては、
その状況を把握するための手段の一つとして有効である。

※２ 外国人等教員：外国籍の教員、外国の大学で学位を取得した日本人教員、外国で通
算1年以上の研究教育歴を有する日本人教員

国内外から秀逸な学
生を確保・育成し、
Society5.0社会に求
められる価値創造人
材の育成

国際頭脳循環のハブ
として機能

学術の発展と社会的
課題の解決によって
社会変革を進める総
合知の創出・活用

学内資源の戦略的な
配分による世界トッ
プクラス研究分野や
特徴的研究分野の伸
長、イノベーション
の源泉となる秀逸な
研究者の獲得・育成

国際頭脳循環のハブ
として機能

社会的課題解決と研
究成果の事業化によ
る社会実装の促進

目指す姿実現のため
ガバナンスを強化し、
課題解決やDX推進、
教育、研究、国際協
働等の取組を展開

各取組への戦略的な
資源配分を可能とす
る財務基盤の強化

【戦略目標】

国際共著論文数
（直近5年）：10,000報

ベンチマーク大学（イリノイ大学）の
11,947報に近似

共同研究費受入額：50億円
ベンチマーク大学（UCSD）の活発な産学
連携活動の取組を参考

研究成果発ﾍﾞﾝﾁｬｰ起業数：50社以上

ベンチマーク大学（UCSD）の活発な産学
連携活動の取組を参考

留学生受入人数：3,200人

ベンチマーク大学（国立台湾大学）の
17.1%と同程度（約17%）

外国人等教員数※2：1,500人

ベンチマーク大学（国立台湾大学）の
約80%に近似（約63%）

若手研究者比率
女性研究者比率

外国人研究者比率

30%
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大学改革活性化制度により2030年までに300
名の若手・女性・外国人研究者を獲得・育成

【成果指標（KPI）】

執行部の女性・外国人
合計比率：40％以上

総長、理事、副学長、副理事計29名中
12名

病院収益を除く経常収益に占める
外部資金等収益比率：35％

ベンチマーク大学（UCSD）の活発な産学
連携活動の取組を参考

【戦略目標を達成するための取組】

●課題解決型教育プログラム、STEAM教育、
ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ教育の全学展開

●分野融合型学位プログラム等の実施、ｷｬﾘ
ｱﾊﾟｽ支援等による博士人材の育成

●COIL,DD,JD等の展開によるインバウン
ド・アウトバウンドの拡大

●外国人研究者や留学生の受入環境の整備
による外国人・日本人の交流促進

●研究戦略会議の創設による新たな研究の
強み発掘、総合知の創出に向けた検討等

●学術を発展させる総合知、社会的課題解
決につながる総合知の創出・活用

●3ｴﾝﾄﾘﾎﾟｲﾝﾄの研究領域やｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究特
区認定の研究への予算等の重点配分

●高等研究院や大学改革活性化制度等によ
る若手・女性・外国人研究者獲得・育成

●FQR,Q-Brain Bank等による研究時間の確
保と研究機器設備の整備等による自由闊
達な研究の促進

●戦略的パートナー大学との国際協働強化
●ｸﾛｽｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄの拡大やﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ制度の創

設による国際頭脳循環加速

●ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの 創 設 に よ るｲ
ｼｭｰﾄﾞﾘﾌﾞﾝとｻｲｴﾝｽﾄﾞﾘﾌﾞﾝの研究成果の社
会実装化

●外部化法人設立による産学官連携支援機
能の継続性確保

●総長ﾄｯﾌﾟｾｰﾙｽ、GAPﾌｧﾝﾄﾞNEXTﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等に
よるﾍﾞﾝﾁｬｰ企業創出、財務基盤強化

●総長ﾄｯﾌﾟｾｰﾙｽによる組織対応型連携、大
型共同研究の増加

●九州大学CEOｸﾗﾌﾞ、ﾌｧﾝﾄﾞﾚｲｻﾞｰ増員等によ
る九州大学基金の拡充

●ﾌﾟﾛﾎﾞｽﾄ等の配置による総長支援強化、人
事給与ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ改革、国際広報活動の充実

●九大版地域連携ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑによる地域との
ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ強化

●執行部をはじめ様々な職でのﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ環
境構築
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Top10%ｼﾞｬｰﾅﾙ論文数
（直近5年）：9,000報

ベンチマーク大学（イリノイ大学）の
13,121報に近似

目 標

Ⅰ．世界最高水準の研究教育を展開する知のプラットフォームとなる

Ⅱ．新たな社会・経済システムを創出するイノベーション・エコシステ
ムの中核となる

取 組

A:教育による価値創造人材の育成
B:世界と伍する研究力への強化
C:社会との連携

最優先取り組み
A:社会的課題の解決
B: DXの推進

【成果】

３つのエントリポイ
ント（脱炭素、医
療・健康、環境・食
料）分野の研究力強
化と課題解決

データ駆動型の教
育・研究・医療の展
開と社会実装

新たな世界トップク
ラスの研究領域創出
と発展

自由闊達な研究の促
進

国際協働の拡大促進

【KPI】

【効果】

課題解決・社会
実装・研究教育
力強化による社
会への貢献とイ
ンパクト

世界レベルの研
究教育の展開と
国際プレゼンス
の向上

分野別QS世界大
学ランキング※１

100位以内：10分
野以上

D :国際協働
E:ガバナンスの強化
F:財務基盤の強化

別紙１



社会・経済システムの変革を促す基盤体制 別紙2
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